
・液状化の被害 ・都市計画上の課題

・防災計画上の課題 ・市民の感じた課題

地盤工学会

日本建築学会

市 民

参加

６月5 月 ７月 ８月 ９月 10月 12月11月 1 月 ２月 ３月

地盤調査解
析結果

財政フレーム・予算編成

災害査定

復興計画骨子の
検討

復興計画（事業計画）
の検討

業 務

推 進

体制

復興計画検討委員会
庁内検討委員会
市民参加関係

液状化対策技術検討調査委員
会関係

（検討内容）
地盤調査
土木構造物
建築（小規模建築）

グループヒアリング

技術指針の検討
・ 下水道・道路・雨水管
・ 小規模建築

液状化対策技術検
討タスクフォース
・ 液状化対策技術

検討調査委員会
等との連携によ
る液状化対策の
検討

・ 検討成果の分野
別計画への反映

液状化対策技術検討

調査委員会

・学識者

・県、市

液 状

化 対

策 技

術 検

討 調

査 委

員会

復 興

計 画

検 討

委 員

会

復 興

本部

１．市民生活の早期の復旧と再建

復興施策の枠組み

復興計画策定の枠組み
被害状況と施策上の課題把握

液状化対策技術検討調査委員会に期待する獲得目標

１．地盤特性の把握・液状化の要因分析（地盤工学会）

①浦安市域及び周辺の地盤特性の整理、②地盤改良実施済エリアの改良工法の概要と液状化被害の状況の取りまとめ、③区域別
の液状化被害の程度と要因分析、④液状化危険度マップの作成、⑤液状化対策工法の体系的整理、⑥地盤調査計画の策定、⑦地
盤調査結果の取りまとめ・分析

２．下水道・道路等の公共土木施設の被害・液状化対策（土木学会）

①公共土木施設の被害状況の整理・分析、②今回の地震の評価、施設別技術基準で設定している地震レベルの整理、③レベルⅠ、
レベルⅡ地震による施設別・重要度別の性能設定、④施設別の代表的・一体的な液状化対策案に対する評価、液状化対策案

３．建築物の被害・液状化対策（日本建築学会）

①戸建住宅、集合住宅（マンション、タウンハウス）、小・中学校、集会所等公共施設の被害状況の整理と素因分析、②今回の
地震の評価、技術基準で設定している、地震レベルの整理、③現行の技術基準に基づく、レベルⅠ・レベルⅡ地震動による、地
域別の液状化の判定、④建築物（戸建住宅・集合住宅など）を対象とした、液状化対策工法の分類・整理

復興本部会議（意思決定機関）

本部長：市長

副本部長：副市長

教育長・理事・危機管理監・各部長

事務局
（企画政策課・防災課）

復興本部

・東海、東南海、
首都直下の見
直しの動き

現状の地震想
定で検討する。
中央防災会議
の検討を受け
て修正

庁内

復興計画骨子の検討

・被害状況の整理

・都市基盤整備のス

ケジュールの検

討

・概算事業費の

検討

復興計画（事業計画）の検討

・短期・中期の取り組み

課題整理

・被災した際、いつまで

に誰が、何を復旧するの

か、その工法などの性能

確保について

技術指針の提言

市民参加

・ふるさと復興市民会議の開催
（ふるさとづくり推進協議会との協
働）

・市民アンケートの実施
（元町・中町・新町地域に各 1,000
人対象）

・グループヒアリングの実施
（こども･子育て世代・産業関係・要
支援者等に関するヒアリング）

・各課や明海大学等が実施している
アンケート調査（Ｕモニ・ツイッタ
ー等）

実施計画・緊急行革

道路の復旧レベル（水準レベル）の検討
雨水排水設備の方針検討（下水道整備・水門・排水機場の
整備など）

24 年度事業への反映

土木学会

復興計画検討委員会

（委員構成）

・学識者

・市内関係団体

事務局
（企画政策課・防災課・都市政策課）

生活再建支援プロ
ジェクトチーム

・ 各支援制度の説
明・受付

・ 県・市の被災者
支援制度の運用

市民アンケート

復興理念の
検討

中間報告

地盤
調査

①11/24

④2 月下旬

③1 月下旬

最終報告(1 月上旬)

市民報告会(12/18)

３．協働による防災体制の更なる強化

２．より安全・安心な暮らしを実現するまちづくり

４. 震災の教訓をバネにした次世代につなぐ新たなまちづくり

５. 震災に向けた取り組みの進め方

復興に向けた基本方針

理念１：

痛みと悲しみの分かち合い

理念２：

市民協働による豊かさと幸せの共有

理念３：

安全で安心な暮らしの再構築

ふるさと復興市民会議

②12/27

浦安市復興計画の策定スキーム

パブコメ

⑤3 月下旬

平成23年11月24日 第１回

復興計画検討委員会
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